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昭
和
五
十
八
年
の
工
業
統
計
調
査
結
果
を
五
年
前
と
比

藪
す
る
と
＼
市
内
の
事
業
所
は
四
五
〇
．
従
業
者
数
は
七

九
八
人
＼
製
造
品
出
荷
額
等
は
七
三
億
五
．
○
○
○
万
円

そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
だ
け
地
場
産
業
で
あ
る
絹
織
物
産
業
の
不
況
が
地

域
全
体
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
数
字
が
示
し
て
い

ま
す
が
＼
産
業
中
分
類
別
に
み
る
と
．
電
気
機
械
器
具
￥

精
密
機
械
器
具
が
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。

　
特
に
電
気
機
械
器
具
で
は
＼
事
業
所
で
十
一
￥
従
業
者

数
で
四
五
四
人
，
製
造
品
出
荷
額
等
で
十
四
億
円
そ
れ
ぞ

れ
増
加
し
て
お
り
，
こ
れ
は
企
業
誘
致
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
で
す
。

　
十
日
町
市
で
は
＼
絹
織
物
産
業
を
は
じ
め
と
し
た
地
場

産
業
の
発
展
と
あ
わ
せ
て
￥
地
域
の
安
定
し
た
経
済
基
盤

と
就
労
の
場
の
確
保
を
は
か
る
た
め
．
積
極
的
に
企
業
誘

致
を
進
め
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
六
年
に
工
場
設
置
奨
励

条
例
を
改
正
し
＼
企
業
が
進
出
し
や
す
い
条
件
整
備
に
努

め
な
が
ら
＼
地
域
が
培
っ
て
き
た
技
術
が
生
か
せ
￥
安
定

性
を
持
っ
た
優
良
企
業
の
誘
致
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

協立ハイパーツ㈱進出調印式：調印する諸里市長と

協立ハイパーツ荊木社長

■
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
た

　
め
今
一
番
重
要
な
施
策
は

馨讐

観光振興
26．i％

　　　　　　そ

　　工業のの
　　　振興斑
　　　12．額％

農撚水産
業め振興

先
端
産
業
誘
致
を

　
政
策
の
柱
に

　
こ
と
し
一
月
に
行
っ
た
十
日
町
広

域
圏
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
地

域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、
魅
力
あ
る

地
域
に
す
る
た
め
今
一
番
必
要
な
施

策
と
し
て
、
企
業
誘
致
が
二
七
・
二

％
で
一
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
活
性
化
の
切

り
札
と
も
い
う
べ
き
企
業
誘
致
で
す

が
、
低
成
長
時
代
を
迎
え
て
、
全
国

ど
こ
で
も
企
業
誘
致
に
や
っ
き
に
な

っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
そ
う
た
や

す
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
十
日
町
市
で
は
、
産
業
振
興
の
重

点
施
策
と
し
て
、
一
方
で
は
き
も
の

産
業
首
都
づ
く
り
を
は
じ
め
と
す
る

絹
織
物
産
業
の
振
興
、
一
方
で
は
労

働
・
技
術
集
約
型
の
発
展
性
の
あ
る

先
端
産
業
の
誘
致
を
は
か
り
、
こ
の

地
場
産
業
と
し
て
の
定
着
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
工
場
団
地
整
備
や
、
工
場

適
地
の
確
保
な
ど
の
環
境
づ
く
り
は

も
と
よ
り
、
市
と
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
企
業
と
折
衡
を
続
け
て
お
り
、

七
月
に
は
ジ
ャ
ル
コ
十
日
町
工
場
が

操
業
を
開
始
し
、
ま
た
協
立
ハ
イ
。
が

ー
ツ
進
出
の
調
印
も
整
い
ま
し
た
。

　
就
職
シ
ー
ズ
ン
を
ひ
か
え
、
労
働

条
件
な
ど
、
若
者
に
魅
力
あ
る
地
域

産
業
づ
く
り
の
一
つ
の
鍵
を
に
ぎ
る

の
も
こ
の
進
出
企
業
で
す
。

協
立
ハ
イ
パ
ー
ツ
の
進
出
に
調
印

　
市
で
は
、
か
ね
て
か
ら
協
立
ハ
イ

パ
ー
ツ
㈱
（
本
社
・
埼
玉
県
大
宮
市
、

資
本
金
一
億
五
、
○
○
○
万
円
）
と
工

場
誘
致
の
折
衡
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
正
式
に
進
出
が
決
ま
り
六
月
二

十
七
日
に
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
自
動
車
用
ワ
イ
ヤ
リ
ン

グ
ハ
ー
ネ
ス
（
動
力
を
つ
た
え
る
商

品
で
電
線
が
主
原
料
）
の
生
産
を
中

心
に
、
年
間
一
四
一
億
円
の
売
上
高

を
ほ
こ
っ
て
お
り
、
日
産
自
動
車
の

製
品
が
主
体
で
す
。

　
進
出
予
定
地
は
幸
町
の
老
人
ホ
i

ム
妻
有
荘
付
近
で
、
一
万
三
、
〇
三

五
㎡
の
敷
地
に
当
初
三
、
○
○
○
㎡

の
工
場
を
建
設
し
、
投
資
額
は
あ
わ

せ
て
四
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
来
年
九
月
末
ま
で
に
土
地
造
成
、

工
場
建
設
を
完
了
し
、
十
月
か
ら
操

業
を
開
始
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、

当
初
、
社
内
五
十
名
を
採
用
し
、
六

十
一
年
末
に
は
倍
の
百
人
に
増
員
、

社
外
の
生
産
分
担
工
場
も
約
二
百
人

規
模
と
し
て
、
ワ
イ
ヤ
ー
リ
ン
グ
ハ

ー
ネ
ス
の
一
貫
生
産
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

工
場
設
置
奨
励
条
例
は

　
　
こ
ん
な
内
容
で
す
（
抜
粋
）

　
十
日
町
市
工
場
設
置
奨
励
条
例
は
、
昭
和
五
十
六
年
に

全
面
的
に
改
正
さ
れ
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
奨
励
の
対
象
と
な
る
工
場
（
公
害
発
生
の
お
そ
れ
の
な

い
工
場
ま
た
は
未
然
防
止
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
工
場

で
つ
ぎ
に
該
当
す
る
工
場
）

①
新
設
工
場
は
、
新
設
に
か
か
っ
た
固
定
資
産
の
取
得
価

格
の
合
計
が
一
億
円
を
超
え
る
も
の
。
ま
た
、
増
加
す
る

常
用
従
業
員
数
が
三
十
人
以
上
の
も
の

②
増
設
工
場
は
、
増
設
し
た
固
定
資
産
の
取
得
価
格
（
土

地
を
除
く
）
の
合
計
額
が
一
、
二
〇
〇
万
円
を
超
え
、
さ

ら
に
増
加
す
る
常
用
従
業
員
数
が
十
人
以
上
の
も
の

③
移
転
工
場
億
、
農
村
地
域
工
業
導
入
地
区
ま
た
は
工
業

団
地
に
移
転
し
、
移
転
後
に
か
か
っ
た
固
定
資
産
の
取
得

価
格
（
土
地
を
除
く
）
の
合
計
額
が
一
、
二
〇
〇
万
円
を

超
え
、
さ
ら
に
常
用
従
業
員
数
が
十
人
以
上
の
も
の

◆
奨
励
措
置

①
課
税
の
免
除
…
該
当
し
た
工
場
が
操
業
を
開
始
し
た
年

度
か
ら
三
年
間
、
そ
の
工
場
の
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画

税
の
課
税
を
免
除
す
る

②
工
場
建
設
資
金
の
融
資
…
十
日
町
市
工
場
建
設
資
金
融

資
に
関
す
る
規
程
に
よ
り
融
資
を
行
う

③
利
子
補
給
金
の
交
付
…
投
下
固
定
資
産
の
取
得
に
か
か

っ
た
経
費
の
う
ち
、
公
的
機
関
お
よ
び
一
般
金
融
機
関
の

貸
付
金
で
、
特
に
市
長
が
認
め
た
五
年
以
上
の
長
期
借
入

金
に
つ
い
て
、
年
利
率
一
％
を
限
度
と
し
て
、
五
年
間
利

子
補
給
金
を
交
付
す
る

④
工
場
新
設
の
た
め
の
便
宜
供
与
…
必
要
に
応
じ
て
、
ω

工
場
用
地
の
取
得
あ
っ
せ
ん
、
ω
労
働
力
の
確
保
、
＠
公

共
性
の
あ
る
道
路
、
排
水
路
な
ど
の
整
備
、
＠
冬
期
間
の

公
共
性
の
あ
る
道
路
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
協
力
、
援
助

す
る
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〈
明
石
町
・
本
社
～
東
京
都
葛
飾
区
〉

㈱
ス
ズ
キ
十
日
町
工
場 ◎・操業開始54年7月◎・資本金1，000万円

◇主要製品皮革染色加工

◎・従業員数38人（男15・女23）

◎・操業開始55年6月◎・資本金500万円

◇主要製晶レコードプレイヤー製造

◇従業員数90人（男20・女70）

新
潟
成
和
電
機
㈱
十
日
町
事
業
所

　
〈
桑
原
・
本
社
～
北
魚
沼
郡
広
神
村
〉

　
　
〈
関
根
第
二
・
本
社
～
東
京
都
台
東
区
〉

小
林
縫
製
㈱
十
日
町
工
場

◎・操業開始55年8月◎・資本金2，000万円

◎・主要製品高級婦人服製造

◎・従業員数27人（男4・女23）

◇操業開始55年12月◎・資本金500万円

◎＞主要製品コンピュータヘッド製造

◎〉従業員数88人（男34・女54）

㈲
大
沢
電
子
十
日
町
工
場

　
〈
学
校
町
一
丁
目
・
本
社
～
北
魚
沼
郡
湯
之
谷
村
〉

昭和45年からの約15年問に、十日町市内には13の

企業が進出し、活発な生産活動を展開しており、今

では、地域にとってなくてはならない、確固たる地

場産業として定着しています。

進出企業の状況について紹介します。

◎〉操業開始45年6月⇔資本金1，100万円

◇主要製品通信機部品製造

◎〉従業員数16人（男12・女4）

大
星
工
業
㈱
十
日
町
営
業
所

　
〈
下
条
栄
町
・
本
社
～
神
奈
川
県
川
崎
市
〉

　
ハ
ま
　
　
　
ヌ
　
　
　
　
　
　
ム
　
　
　
　
　
　
バ
　
マ

宮
本
警
報
器
㈱
十
日
町
工
場

◎〉操業開始48年11月◎・資本金1億128万円

◎・主要製品自動車ホーンリレーブザー製造

◎〉従業員数109人（男38・女71）

◎〉操業開始53年7月◎・資本金1，000万円

◎・主要製品ビデオ基盤製造

◎・従業員数56人（男5・女51）

㈱
マ
ツ
ダ
電
子
産
業

　
　
〈
本
町
六
丁
目
一
・
本
社
～
同
所
〉
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⇔操業開始57年1月◎〉資本金500万円

◎＞主要製品ビデオ基盤加工・組立

◎〉従業員数57人（男8・女49）

㈱
新
潟
ア
ー
ル
シ
ー
エ
ル

　
　
（
本
町
七
丁
目
一
．
本
社
～
同
所
〉

　
〈
下
川
原
町
・
本
社
～
東
京
都
台
東
区
〉

㈱
赤
坂
宝
石
ジ
ャ
パ
ン
ク
ラ
フ
ト

⇔操業開始57年5月◎・資本金2，000万円

⇔主要製品貴金属製造

◎・従業員数21人（男20・女1）

⇔操業開始57年12月◇資本金1，000万円

◎・主要製品婦人服縫製

◎・従業員数13人（男2・女11）

㈱
テ
ン
グ
ッ
ト
マ
ス
ダ

　
　
〈
寿
町
三
丁
目
・
本
社
～
東
京
都
江
東
区
〉

◇操業開始56年7月◎〉資本金2億円

◇主要製品各種光学レンズ加工

◇従業員数158人（男141・女17）

ノ
リ
タ
光
学
㈱
十
日
町
工
場

　
〈
明
石
町
・
本
社
～
埼
玉
県
川
越
市
〉

　
〈
寿
町
四
丁
目
・
本
社
～
北
魚
沼
郡
入
広
瀬
村
〉

㈱
ホ
ー
プ
電
子
製
作
所
十
日
町
工
場

◎・操業開始56年8月◎・資本金200万円

◇主要製品カラーテレビ偏向ヨーク・ディスプレイ用基盤

◎・従業員数136人（男13・女123）

◎・操業開始56年8月◇資本金600万円

⇔主要製品ビデオ・ブースター製造

◎・従業員数127人（男17・女110）

㈱
十
日
町
オ
ー
テ

　
　
〈
四
日
町
新
田
第
一
・
本
社
～
同
所
〉

O月から明石出」に建設工事が進められていた㈱ジャルコ

十日町工場が完成し、7月2日から操業を開始するととも

に、7月4日には竣工式が行われました。

ジャルコ（本社～東京都大田区、資本金10億1，000万円）

の県内への進出は、昭和55年の川西町工場に続いて2番目

で、十日町工場は12，350m2の敷地内に工場・事務所あわせ

て2，957m2の建物が整備され、投資規模は約6億4，000万円

と郡市内でも最大規模の進出企業です。

同工場内では、従業員142人（男36・女106りによって、

ビデオ・パソコン用部品、テレビ・ビデオ用アンテナ端子

板などの電子機械部品が組み立てられています。
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市
制
施
行
三
十
周
年
記
念
事
業

　
記
念
植
樹
祭
が
、
六
月
二
十
六
日
、
小

　
泉
地
内
の
権
現
山
で
行
わ
れ
、
市
有
林

　
内
一
、
五
〇
〇
㎡
に
三
年
生
苗
の
杉
四

　
五
〇
本
を
植
栽
し
ま
し
た
。

　
　
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か

　
わ
ら
ず
、
小
千
谷
林
業
事
務
所
・
市
議
会
・

　
市
農
協
・
森
林
組
合
や
市
内
小
中
学
校

　
の
代
表
者
約
二
二
〇
名
が
参
加
。

　
　
一
団
体
（
野
中
小
学
校
）
一
個
人
（
赤

倉
・
庭
野
忠
郎
さ
ん
）
へ
の
感
謝
状
贈

呈
。
野
中
小
”
緑
の
少
年
団
”
の
活
動

報
告
。
同
少
年
団
の
「
育
て
森
よ
」
の

合
唱
。
　
「
学
校
林
讃
歌
」
　
（
水
沢
中
・

大
野
隆
一
氏
作
詞
、
上
野
小
・
市
村
俊

一
氏
作
曲
）
の
発
表
の
あ
と
、
参
加
者

全
員
で
植
え
つ
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
植
樹
祭
は
、
十
周
年
（
笠
置
地

内
）
と
二
十
周
年
（
八
箇
峠
地
内
）
に

も
し
て
お
り
、
今
で
は
緑
深
い
森
と
な

っ
て
い
ま
す
。

灘
鑛
難
嚢
欝
難
総

▲小さな手で、小さな杉苗を植える子どもたち

レ
親
子
三
代
に
わ
た
り
市
有
林
・
大

　
平
団
地
の
杉
の
保
育
管
理
の
功
労

　
に
よ
り
感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
庭
野

　
忠
郎
さ
ん
（
赤
倉
）

　
　
協
賛
事
業
と
し
て

　
　
　
“
桐
”
の
植
樹
も

　
施
制
施
行
三
十
周
年
記
念
の
協
賛

事
業
と
し
て
　
市
の
木
「
桐
」
、

小
泉
生
産
森
林
組
合
に
よ
り
　
六
月

二
日
　
同
じ
権
現
山
地
内
に
三
〇
〇

本
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

灘

学
校
林
の
シ
ン
ボ
ル
に
と
ツ
ツ
ジ
を
！

　
水
沢
中
学
校
で
は
、
六
月
二
十
二

日
、
県
下
一
の
規
模
を
も
つ
当
間
山

学
校
林
の
園
地
敷
約
六
〇
〇
㎡
に
、

全
校
生
徒
・
職
員
一
人
ひ
と
り
の
手

に
よ
り
、
四
五
〇
本
の
レ
ン
デ
ツ
ツ

ジ
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
昨
年
か
ら
計
画
さ
れ

て
い
た
も
の
で
、
学
校
林
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
る
ツ
ツ
ジ
広
場
造
成
を
と
。

ま
た
、
作
業
を
と
お
し
て
、
汗
を
流

す
健
や
か
な
精
神
へ
緑
の
た
い
せ
つ

さ
を
子
ど
も
た
ち
に
も
っ
て
も
ら
お

う
と
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
植
え
ら
れ
た
か
ツ
ジ
に
は
、
各
生

徒
の
名
札
が
つ
け
ら
れ
、
各
人
が
育

て
、
卒
業
後
は
新
入
生
に
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
。
ま
た
、
下
刈
り
作
業
な
ど
に

は
父
兄
の
応
援
を
願
い
、
学
校
、
家
庭

が
一
緒
に
な
っ
て
育
て
て
い
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

齢　
　
　
　
撒

　
　
　
濫
轍

ぐ
緑
の
羽
根
共
同
募
金
や
各
地
植
樹
祭
参
加
な
ど
、
”
緑

　
の
少
年
団
”
の
活
動
状
況
を
元
気
い
っ
ぱ
い
報
告
す

　
る
佐
藤
博
行
く
ん
（
野
中
小
六
年
生
）

、

難
難
難
灘
翻

蕪
轍

憂

麟

鞠間もなく開園します＿

塩ノ又森林公園
開園予定日　7月21日（土）

　59豪雪により、施設の一部が損傷を受け
たため開園が遅れていますが、補修工事を
急ピッチで進めています。もうしばらくお
待ちください。

　なお、テニスコートについては土・日曜
日にかぎり使用できます。
　　　　、　　　　’　　　　　　『r㌔』　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　、

（　 使用料金　　　k
　　　　　　　　　　　　＼
囹トリムコース

　16歳以上　500円
　　6～15歳　300円
　　6歳未満　150円
　　（団体割引きあり）
囹テニスコート（一面1時間）

　　1人につき200円
　　5人を超える場合は1，000円
　連絡先智52－2220（塩ノ又・林福市宅）

　＿ ＿＿ ＿
＿』L＿＿　　　￥．　　　　　　　￥　　　　￥　　　￥。　　　￥　　　　　￥　　　　　￥

◎
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を
興
名
。
の
況
充
な
ソ
イ
　
　
　
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

　7月の市民と語る日は．市の重点課題

テーマにした3回目として￥「観光の振

による地域活性化を考える」座談会を￥14

の市民の皆さんが出席して開催しました

　クロス10のオープン￥当間高原開発へ

着手など＼十日町市の観光をとりまく状

は日々変化しており￥一万で観光協会の

実も進められています。今￥一番ホット
施策として￥十日町市の観光をトパード・

フト両面からどう位置づけてゆくか、ア

ディアをお出しいただきました。

■座談会のテーマ■
①これから．どのような観光開発を行う

　きか
②四大まつりをどう発展させてゆくか

◎十日町市観光協会について

蒙き

　
＋
日
町
の
個
性
・

　
　
　
話
題
性
の
探
求
を

本
間
朗
（
新
潟
日
報
）
　
観
光
地
づ

く
り
は
、
十
日
町
市
以
外
の
人
を
対

象
に
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
よ
そ
に
な
い

貴
重
な
資
源
で
あ
る
き
も
の
産
業
を

観
光
に
結
び
つ
け
る
べ
き
で
あ
り
、

業
界
を
は
じ
め
と
し
た
積
極
的
な
取

組
み
が
望
ま
れ
る
。

小
林
博
（
松
乃
寿
司
）
　
観
光
は
、

そ
の
人
に
よ
っ
て
求
め
る
も
の
が
ち

が
う
の
で
、
よ
そ
の
人
か
ら
こ
れ
を

拾
い
あ
げ
、
十
日
町
が
で
き
る
も
の

を
や
る
べ
き
。
ま
た
、
観
光
地
形
成

に
は
宿
泊
施
設
の
拡
充
が
不
可
欠
で

あ
り
、
十
日
町
名
物
、
う
ま
い
も
の

を
つ
く
る
こ
と
も
必
要
で
、
全
国
を

旅
し
て
み
て
く
る
研
究
会
を
結
成
し

よ
う
と
い
う
話
も
で
て
い
る
。

関
口
純
夫
（
木
村
屋
パ
ン
店
）
　
十

日
町
市
を
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
よ
っ
て

ゴ
ミ
一
つ
落
ち
て
い
な
い
ま
ち
に
す

れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
観
光
資
源
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

小
ロ
勝
男
（
オ
ー
タ
ケ
理
容
館
）

観
光
施
設
を
つ
く
る
に
は
、
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
し
ぼ
る
べ
き
で
、
そ
の
た
め

高
齢
者
の
み
を
対
象
と
し
た
滞
在
型

の
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
つ
く
り
話

題
性
を
提
供
す
る
こ
と
は
ど
う
か
。

小
宮
山
孝
（
島
善
織
物
）
　
郡
市
は

そ
れ
ぞ
れ
特
微
あ
る
観
光
資
源
を
持

っ
て
い
る
の
で
、
妻
有
の
里
と
し
て

相
互
に
補
完
し
あ
っ
た
観
光
ル
！
ト

を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

　
地
域
を
愛
す
る
こ
と
か

　
ら
の
観
光
地
づ
く
り
を

庭
野
茂
美
（
ハ
ロ
ー
ホ
リ
デ
ィ
）

地
域
の
人
達
み
ん
な
が
熱
気
を
出
し

合
っ
て
ま
つ
り
を
も
り
あ
げ
、
そ
れ

を
観
光
に
結
び
つ
け
る
意
味
で
、
諏

訪
ま
つ
り
が
一
番
適
役
で
は
。

平
沢
英
一
（
平
沢
テ
レ
ビ
）
　
都
会

の
友
人
、
親
類
、
知
人
な
ど
を
対
象

に
ふ
る
さ
と
会
員
を
募
集
し
、
年
六

回
く
ら
い
情
報
を
提
案
し
て
誘
客
を

は
か
っ
た
ら
ど
う
か
。
ま
た
県
下
有

数
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
あ
る
川
ロ

イ
ン
タ
ー
に
、
妻
有
の
里
の
大
き
な

看
板
を
立
て
た
ら
。

市
長
　
観
光
の
根
源
は
文
化
、
歴
史
、

教
育
な
ど
で
あ
り
、
掘
り
起
こ
せ
ば

不
滅
の
観
光
財
産
に
な
る
と
思
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
そ
ば
、
き
も
の

を
は
じ
め
と
し
た
伝
統
・
文
化
を
生

か
し
、
日
本
人
口
の
○
・
一
％
（
約

十
一
万
人
）
の
関
心
を
呼
ぶ
も
の
を

つ
く
る
と
い
う
発
想
が
今
と
て
も
大

切
で
は
な
い
の
か
。

尾
身
伝
吉
（
高
齢
者
事
業
団
）
　
観

光
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
、
自
分
の

ま
ち
を
愛
そ
う
と
い
う
意
識
、
姿
勢

か
ら
生
ま
れ
た
様
々
な
行
動
で
あ
り
、

そ
こ
か
ら
個
性
が
生
ま
れ
る
の
で
は
。

宮
沢
勝
宏
（
宮
元
屋
商
店
）
　
観
光

地
と
し
て
満
足
で
き
る
も
の
は
十
日

町
市
に
な
く
、
そ
の
た
め
当
間
高
原

の
開
発
に
大
き
な
期
待
が
か
か
る
。

こ
れ
を
拠
点
と
し
て
、
地
域
内
の
観

光
地
を
P
R
し
、
相
乗
効
果
を
ね
ら

う
こ
と
が
一
番
で
は
な
い
か
。

田
村
恭
子
（
服
飾
専
門
学
校
）
　
ク

ロ
ス
ー
0
を
拠
点
と
し
た
滞
在
型
観
光

の
一
つ
の
プ
ラ
ン
と
し
て
、
女
性
を

対
象
に
し
た
草
木
染
め
を
実
施
し
、

染
め
を
通
し
て
き
も
の
に
親
し
み
を

感
じ
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
げ
て
は
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
の
声
を
直
接
市
政

に
反
映
さ
せ
る
機
会
と
し
て
”
地
区

広
聴
会
”
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
七
月
六
日
に
は
ト
ッ
プ
を
き
っ
て

中
条
地
区
広
聴
会
が
同
地
区
公
民
館

を
会
場
に
開
催
さ
れ
一
二
三
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
広
聴
会
は
こ
と
し
で

六
回
目
を
迎
え
、
内
容
も
年
を
お
う

灘

中
条
地
区
を
ト
ッ
プ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
区
広
聴
会
始
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

襲

地区広聴会日程
（時間：夜7時30分～9時30分）

㎜
難
翔

　
　
　
　
・
，
糠

　
　
　
　
　
轟
3

　　　　襲

螺
　　　　　　薯

ご
と
に
充
実
し
て
き
て
お
り
　
中
条

地
区
で
は
、
地
域
の
重
点
課
題
で
あ

る
史
跡
公
園
の
整
備
、
桂
公
園
の
整

備
、
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
誘
致
、

水
資
源
の
確
保
な
ど
の
要
望
、
意
見

交
換
を
行
っ
た
あ
と
、
一
般
参
加
者

か
ら
の
意
見
が
だ
さ
れ
、
熱
気
の
あ

る
中
で
二
時
間
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
七
月
十
日
以
降
の
日
程
は
左
表
の

と
お
り
で
す
が
、
各
地
区
と
も
振
興

会
を
中
心
に
し
て
、
ユ
ニ
ー
ク
で
地

域
個
性
の
あ
る
広
聴
会
が
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
域
の
将
来
プ
ラ
ン
を

地
域
の
手
で
造
り
だ
す
機
会
と
し
て
、

あ
な
た
も
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日
が
一
部
変
更
に

　
川
治
、
水
沢
、
十
日
町
地
区
の
開

催
日
が
左
表
の
よ
う
に
変
更
に
な
り

ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

開　催　日
地区 会　　　場

月 日 曜日

7 13 金 東下組 東下　組小　学　校
〃 16 月 飛渡 克雪管理センター
〃 17 火 新座 新　　座　　分　　館

〃 20 金 大井田 大井田コミュニティセンター

〃 24 火 六箇 羽　　根　　川　　荘

〃 26 木 高山 高　山　共栄　会館
〃 27 金 下条 下　条　中　学　校
〃 30 月 川　治 川治地区公民館
〃 31 火 美佐島 江道・猿倉集落センター

8 1 水 水沢 水沢地区公民館
〃 2 木 十日町 市　　民　　会　　館

〃 3 金 八箇 八箇集落開発センター
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上
源
鰯
羅

住
羅
鑛
難
糞
馨
隠
催

■
展
示
期
間
　
八
月
二
日
～
十
九
日

■
展
示
戸
数
　
八
戸
（
全
戸
在
来
工

法
高
床
式
）

■
分
譲
価
額
　
　
一
、
二
四
五
万
三
、

○
○
○
円
（
一
戸
）
～
一
、
五
八
八

万
八
、
○
○
○
円
（
一
戸
）

■
住
宅
金
融
公
庫
融
資

　
・
貸
付
額
　
八
○
○
万
円
～
九
七

　
〇
万
円

　
・
期
間
　
最
長
二
十
五
年

　
・
利
率
　
当
初
十
年
間
…
五
・
五

％
　
十
一
年
目
か
ら
…
七
・
二
％

■
住
宅
供
給
公
社
立
替

　
・
立
替
額
　
五
〇
万
円
～
四
五
〇

　
万
円

　
・
期
間
　
最
長
二
十
年

　
・
利
率
　
七
・
七
％

■
自
己
資
金
　
　
二
一
五
万
三
、
○
○

○
円
～
一
六
八
万
八
、
○
○
○
円

※
問
い
合
わ
せ
は
市
・
建
設
課
建
築

住
宅
係
（
智
五
七
－
三
一
一
一
㊥
二

六
二
）
へ
。

排
水
設
備
等
工
事
業
者

　
　
指
定
の
登
録
申
請
を

　
排
水
設
備
工
事
は
、
市
が
実
施
す

る
資
格
試
験
に
合
格
し
、
登
録
を
受

け
た
責
任
技
術
者
等
の
い
る
指
定
工

事
業
者
で
な
け
れ
ば
施
工
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　
六
月
二
十
八
日
に
実
施
し
た
責
任

技
術
者
等
資
格
試
験
に
合
格
さ
れ
た

方
は
、
登
録
申
請
を
す
る
と
登
録
証

が
交
付
さ
れ
、
資
格
が
得
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
し
く
指
定
工
事
業
者
の

登
録
申
請
の
受
け
付
け
を
つ
ぎ
の
よ

う
に
行
い
ま
す
。

■
指
定
工
事
業
者
申
請
受
付

　
七
月
二
十
日
～
七
月
二
十
四
日

※
業
者
指
定
は
八
月
一
日
、
指
定
工

事
業
者
登
録
手
数
料
は
三
、
O
O
O
円
。

“
ゆ
き
つ
ば
き
号
”
が

　
　
巡
っ
て
き
ま
す

　
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
“
ゆ
き

つ
ば
き
号
”
が
、
移
動
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
開
設
の
た
め
来
市
し
ま
す
。

■
と
き
七
月
三
十
日
（
火
）
午

後
二
時
～
四
時

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0

■
内
容
　
・
商
品
の
マ
ー
ク
や
表
示

の
見
方
　
・
訪
問
販
売
な
ど
の
話

・
質
問
や
相
談
の
受
付
　
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
市
・
商
工
課
（
盈

五
七
－
三
一
一
一
⑳
二
三
〇
）
へ
。

シリーズ
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「
今
年
十
周
年
－

市
民
吹
奏
楽
団
」

◎事業団で働きたい方は（離罐軌駅鷲襲騰禦）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
劇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
際
賠
q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
己
貝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
秀
蝪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
肪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
（

　
「
結
成
し
た
初
め
の
頃
は
、
練
習

場
所
を
確
保
す
る
た
め
の
ジ
プ
シ
ー

　
の生

活
。
将
来
ど
う
な
る
か
な
ん
て
、

ま
る
で
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
メ
ン

バ
ー
も
学
生
が
多
い
の
で
、
入
れ
変

わ
り
が
は
げ
し
か
っ
た
で
す
ね
θ

淡
々
と
語
る
そ
の
言
葉
の
裏
に
は
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
苦
労
の
一
端
が

う
か
が
え
る
。

　
山
田
秀
和
さ
ん
。
今
年
結
成
十
周

年
を
迎
え
た
　
十
日
町
市
民
吹
奏
楽

団
（
通
称
－
市
吹
）
の
団
長
で
あ
る
。

「
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
て
　
そ
の

実
力
を
試
し
て
み
る
の
も
ひ
と
つ
の

や
り
方
。
で
も
我
々
は
、
市
民
の
中
で

市
民
に
愛
さ
れ
る
音
楽
づ
く
り
を
、

と
い
う
気
持
ち
で
今
ま
で
や
っ
て
き

ま
し
た
一

　
市
制
施
行
三
十
周
年
記
念
の
”
市

民
コ
ン
サ
ー
ト
”
（
十
一
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Q
φ
峯
．

開
催
）
に
も
、
協
力
を
惜
し
ま
な
い
。

「
ア
ッ
プ
ビ
ー
ツ
と
市
民
合
唱
団
と

市
吹
の
三
団
体
で
や
り
ま
す
。
毛
色

の
異
な
っ
た
グ
ル
ー
プ
で
す
が
、
う

ま
く
ジ
ョ
イ
ン
ト
で
き
た
ら
と
計
画

を
練
っ
て
い
ま
す
。
」

　
ス
ポ
ー
ツ
は
と
も
か
く
、
文
化
的

な
活
動
が
、
な
か
な
か
根
付
か
な
い

土
地
柄
　
　
　
「
団
体
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
横
の

つ
な
が
り
が
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

ひ
と
つ
の
方
法
と
し
て
、
文
化
活
動

の
基
盤
と
な
る
よ
う
な
組
織
づ
く
り

を
仲
間
七
－
八
人
と
考
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
口
で
言
う
ほ
ど
簡
単
じ
や

な
い
で
す
ね
．
」

　
「
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
に
先
が
け
、

九
月
に
は
市
吹
の
十
周
年
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
一
　
当

日
は
O
B
と
の
合
同
演
奏
会
も
計
画

さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。
こ
の
地
の
文

化
活
動
の
先
駆
者
、
市
吹
に
は
そ
ん

な
役
割
り
を
担
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
・

あ
る
。

／会員の都合を確かめた

うえ、依頼者にご返事し
ます。

2
◎仕事を依頼される方は

1電話で事務局に連絡してくだ

妻漉灘臨驚吟
　ます。見積りも可。

彫
3事業団が責任をもち、

　約束ξおりの仕事を行い

　ます。

彫
4電話などで仕事の終了

　を確認し、依頼者に請求

　書を送付します。

　　　　　　　　　　畢

5　　代金の支払いは、翌月1の5日までに、

　第四銀行十9町支店に振り込むか、事

務局に持参してください。

一こんな仕事引き受けます一

　大工・塗装・冬囲いお

よび取りはずし・請求書

くばり・雨どい修理・除

草・清掃・屋内外軽作業・

宛名書き・普通自動車運

転・校正・病人付き添い・

集金など。

一事業団は公的団体

　県・市から補助を得

ている公共的な牲格を

もつ麓団法践で、営利
を目爵奪とじません。

一配分金は一
負代金は一括して

団が受け取り、配

として従事した会
支払います。

請
業
金
に

　
事
分
員

一責任は一
　事業団が引き
受けた仕事は、

事業団が責任を
負います。

一傷害保険が適用一
　仕事中のけが、仕事が原
因での病気の時は、事業団

専用の傷害保険の給付を受
けられます。

入会の手続き

　事務局にあ

る入会申込書

に、会費500円

を添えて申し

込んでくださ

いo

禁興十日町市高齢者事業団（盈57－5708茜ッ害荘禺）事務局

一e／凝

丁”一「「『
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8

オーブン

7／10（火）～8／31（金）

1〉開場時間　午前9時～午後7時

（辮課醐漁時まで）

レ入場料　一般・高校生…200円

　小中学生…100円
　（小学生は責任者同伴、午後6時まで）

　幼児……50円（保護者同伴）

o保護者（高校生以上）同伴でない
小学生以下の入場はできません。

oすべってころんだり、けがや事故
　のないように注意しましょう。
oマナーをよく守りましょう（危険

行為の禁止）。

o入場料はおつりのいらないように
　しましょう。

O「プール監視員」の指示に従って
　ください。

・
ウ
・
ウ
・
ウ
・
ウ
・
ウ
・
ウ
・
や
・
ウ
・
人
Y
ウ
・
人
Y
マ
・
ウ
・
人
Y
ウ
・
ウ
・
マ
・
ウ
・
マ
・
マ
・
ウ
・
ウ
・
ウ
・
ウ
・
や
・
ウ
・

麺璽醗5万市民ラジオ体操大集会
～健康なからだをつくろう…健康なまちをつくろう…～

7月22日（日）朝6時までに

◎十日町高校グラウンド

◎西小学校グラウンド
のいずれかの会場においでください。

当日、地区運動会が開

催される会場でもラジ

オ体操大集会が、開会

式の中で行われます。

少年野球大会

利
用
上
の
注
意

ズ
　
　
ウ
　
ウ
ズ
　
ズ
　
ズ
　
　
ウ
ズ
　
ズ
　
ズ
　
　
ウ
　

　
　
　
　
　
　
　
体

　
　
ー
レ
　
　
　
　
　
民

　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　

輿
罫
へ
細

～
ス
灘
盟
灘

⑳
グ
魏
稿
雛
灘

ス
ン
羅
認
漁

イ
、
ミ
9
3
納
鮒
当
育
ー

デ
ィ
問
象
料
肋

レ
ス
時
対
騨

　
　
　
　
■
　
　
■
　
　
　
　
■
　
　
■

H
　
　
ス

　
　
日
一

一

　
　
期
コ

　
　
■
■

0
0
0
亟
0
0
0
0

■期日　8月3～5日（雨天順延）
■時間　3日（開会式のみ）一午後6時～

（笹山野球場）　4・5日一午前9時～

臼会場　信濃川運動公園野球場・青少

年野外スポーツセンター・笹山野球場

（開会式のみ）

■申し込み先　市体育課内第17回少年

野球大会事務局

■締め切り　7月18日

■抽選　7月25日午後6時～市民体育館

耀醸

渡辺コーチと会員の皆さん

コくロロロくロロロロロロロロくロロロロロくロロくロくロロほl　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　十日町～飯山、歩けあるけアルケの大会　　1

，〉第10回記念大会く1

8月4日夜～8月5日正午

，，：：霧簸

蘭迫絵蘇鰺i蒙

でクラブを結成、

会員は12名。下条、六箇と広範囲から集まっ

ています。一緒に汗を流して練習に励んでき

ましたので、会員の気持ちもなごやかです。

　練習日は毎週火曜日です。午前9時30分～

正午、市営テニスコート（5月～11月の晴天時）、

市民体育館（雨天時と冬期間）に、あなたも

　　　　　　　　ll’

　　　　　　　i／l

グループ紹介

　　～クィーンテニスクラブ～

昭和57年度の婦人軟式テニス教室の同期生

　　　　　　3年目を迎えました。現在

いらっしゃいませんか！
連絡先：越村キクエ（盈52－5669）藤田純子（智56－2331）

徽講庭球

A（60km）クロス10～飯山市立第2中学校
B（20km）西大滝ダム～飯山市立第2中学校l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
C（30km）クロス10～県境（栄村役場）

o
ol100円

強難鐵一
　講翼螢

●と　き　7月25日より毎月15・25日

　　　　夜7時～10時

●ところ城ヶ丘テニスコート

　　　　雨天時は中止
●ひよう　各回100円（照明・ボール代）

1■参加資格　小学生以上
1・参加料1，2・・円（申し込みと同時1こ納入）

1　　　　　返信用ハガキを必ず同封のこと
1■締め切り　7月15日

ol■申込先　大会実行委員会事務局　松沢吾郎方

1　　　　市体育課
1　　　＋日町新聞社
口
1　◎十日町、飯山両市の市制施行30周年の記念すべ

L埜聾灘堕轟．。。」鑛

懸一家庭で交通事翻譲総ましよう一

li灘
1・雛

市町村名 件　数 死　者 傷　者

十日町市 11（12） 1（0） 22（13）

川　西　町 1（3） O（0） 1（3）

津南町 1（4） O（1） 2（3）

中　里　村 2（3） 0（0） 3（4）

小　　　計 15（22） 1（1） 28（23）

累　　　計 62（84） 2（3） 77（102）
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室傭、　　些能祭

　市民芸能祭の『秋の部』を10月21日（日）に行います。

ただいま出演団体を募集しています。あなたのグループも

ぜひご参加を！

◆期　　日　10月21日（日）

◆会　　場　十日町市民会館

◆出演団体　市内のアマチュア芸能団体・グループ

◆内　　容　市民会館のステージで発表できる各種芸能

◆出演時間　一団体15分以内

◆申し込み　8月10日までに本館及び各地区公民館へ

　　　　　　（用紙は各公民館窓口にあります）

◆今までに申し込んでいる団体は再申し込みの必要はあり

　　　　　　ません。

　一十日町市公民館（学校町　智57－5011）一

　　　◆　　　　　　◆　◆　◆　◆　◆　　　◆　　　◆　◆　◆　　　◆　　　◆　◆　　　◆

　そびえ立つ白亜の学び舎

薫敗鮭潔、ll購盤織、，．
　吉田中学校の校舎、体育館の竣工　　　璽　　一。．．　　羅鑑難、電

熱鵬轟矛簾讐新黛覆．翻灘
校舎（昭和57●58年度事業）は・鉄欝’藷，灘艇

筋コンクリート3階建。普通教室6　　．　　　、　鯛醸

教室、図書室・美術室・視聴覚室な　　　　　，　灘，猶，

ット2面・バドミントン6面がとれ　　〈シンボル像・飛翔、の除幕式＞

る広さをもち、600Mマラソンコース

などの屋外整備費を含め総工費5億7，075万円で完成しました。

　また、当日は同窓会の浄財によるシンボル像「飛翔」の除幕式

も行われましたo

　　通信制消費生活講座のご案内
　在宅のまま消費生活に必要な基礎的知識を系統的に習得
できます。

◆期　間　昭和59年9月から昭和60年3月まで
◆受講料　テキスト代・スクーリング受講料（60年3月の
閉講式時に実施）は無料です
　ただし、郵送料・スクーリング出席旅費は受講者負担
◆講座内容　　「消費者を守る法律としくみ」　「表示と商品

知識」ほか
◆申し込み　市・経済部商工課（盈57－3111㊥230）へ
　　　　　　※先着5名で締め切ります。

　　～6／23ゆかたまつり〈クロス10〉
ツユ入りのジメジメした季節を市内若者のエネルギーで一掃。

6月23日タロス10で開催された「ゆかたB　A　R　I　B　A　R　Iまつり」

　　　　　　　　　　　　　　　　は、，思い、思いのゆかた

　　　　　　　　　　　　　　　　を着た若者を中心に約

／地域の’

＝9　の筐’

拝見

◆2◆

公
民
館
に
生
ま
れ
た
仲
間
た
ち
の
輪

　
i
一
〇
七
件
i
こ
れ
は
六
月

中
の
川
治
地
区
公
民
館
の
利
用
件
数

で
す
。
こ
の
施
設
を
利
用
す
る
団
体

や
グ
ル
ー
プ
は
、
青
年
・
婦
人
・
成

人
・
老
人
、
地
域
町
内
会
・
同
業
者

団
体
な
ど
、
お
よ
そ
五
十
五
団
体
あ

り
、
世
話
役
や
役
員
は
会
場
確
保
の

た
め
相
当
前
か
ら
計
画
し
て
申
し
込

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
利
用
を
簡
単
に
整
理
を
し
て

見
ま
す
と
、
公
民
館
主
催
事
業
二
十

二
件
、
公
民
館
の
事
業
か
ら
独
立
し

て
き
た
グ
ル
ー
プ
（
緑
会
・
花
研
・

陶
芸
・
硯
酔
会
・
健
康
教
室
）
十
七

件
、
詩
吟
同
好
会
三
グ
ル
ー
プ
十
三

件
、
体
育
協
会
五
件
、
舞
踏
民
族
芸

能
四
グ
ル
ー
プ
十
九
件
、
そ
め
他
三

十
一
件
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が

夜
間
の
使
用
に
集
中
す
る
も
の
で
す

か
ら
、
部
屋
の
獲
得
が
大
変
に
な
る

わ
け
で
す
。

　
こ
こ
で
は
公
民
館
の
学
級
や
講
座

を
修
了
し
た
人
達
が
、
自
主
グ
ル
ー

プ
と
し
て
成
長
・
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
の
で
紹
介
を
し
て
見
た
い
と
思

い
ま
す
。〈

緑
会
〉

　
昭
和
四
十
年
代
前
半
ま
で
実
施

さ
れ
て
い
た
、
茶
道
講
座
修
了
生
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。
現

在
の
会
員
数
は
十
名
と
少
な
い
人
数

で
す
が
、
毎
月
二
回
の
例
会
を
通
し
、

　
　
　
1
川
治
地
区

茶
の
湯
の
心
を
大
切
に
し
、
仲
間
と

の
親
睦
を
深
め
な
が
ら
活
動
を
進
め

て
い
ま
す
。
（
代
表
、
遠
田
ヒ
デ
さ
ん
）
屓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

　
　
　
か
け
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
〈
花
研
グ
ル
ー
プ
〉
　
　
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芸

　
「
花
研
」
そ
う
で
す
、
い
け
花
講
陶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

座
か
ら
生
ま
れ
た
、
い
け
花
を
学
習
す

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。
こ
の
会
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
指

の
歴
史
も
古
く
、
昭
和
五
十
年
頃
よ
に

り
活
動
が
始
ま
り
現
在
ま
で
続
い
て
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

い
ま
す
。
毎
日
の
生
活
に
潤
い
を
求
も

　
　
ご
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

め
な
カ
ら
　
仲
間
と
共
に
楽
し
ん
で
子

い
ま
す
。
（
代
表
、
遠
田
千
代
さ
ん
）

　
　
　
け
ん
　
す
い

　
　
〈
硯
酔
会
〉

　
公
民
館
事
業
で
実
施
し
て
い
る
、

書
き
つ
け
講
座
（
一
年
目
）
・
書
道

講
座
（
二
年
目
）
を
修
了
し
た
仲
間
‘

で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
グ
ル

ー
プ
の
特
長
は
、
毎
年
修
了
し
て
来

る
講
座
生
を
、
積
極
的
に
勧
誘
し
な

が
ら
運
営
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
現

在
十
七
～
八
名
の
メ
ン
バ
ー
で
す
が
、

市
美
術
展
へ
の
全
員
出
品
を
目
ざ
し

な
が
ら
「
書
」
の
魅
力
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
（
代
表
、
池
田
昭
三
さ
ん
）

〈
陶
芸
ク
ラ
ブ
と

　
　
　
焼
き
も
の
同
好
会
〉

　
公
民
館
の
事
業
に
陶
芸
（
焼
き
も

の
）
が
入
っ
て
き
た
の
が
、
昭
和
五

十
年
頃
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
ク
ラ

ブ
は
講
座
で
の
学
習
だ
け
で
は
あ

公
民
館
1

き
た
ら
な
く
な
っ
た
参
加
者
た
ち
の

グ
ル
ー
プ
で
す
。
同
好
会
は
、
本
館

の
青
年
学
級
卒
業
生
に
よ
る
仲
間
で

す
。
ど
ち
ら
も
六
～
七
人
の
会
員
で

す
が
、
趣
味
を
同
じ
く
す
る
同
志
と

　
　
　
　
　
ゆ
う
や
く

い
う
こ
と
で
、
箱
薬
の
調
合
な
ど
お
互

い
に
研
究
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
の
人
達
か
ら

は
他
の
事
業
へ
の
指
導
助
言
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
、
（
代
表
、
タ
ラ
ブ

桑
原
律
子
さ
ん
・
同
好
会
村
山
和
宏

さ
ん
）

　
公
民
館
の
活
動
は
、
初
心
者
教
育

的
な
部
分
が
多
く
な
る
た
め
、
専
門

的
ま
た
は
、
さ
ら
に
深
め
る
所
ま
で

は
な
か
な
か
手
が
届
き
ま
せ
ん
。
自

主
的
な
グ
ル
ー
プ
の
育
成
を
も
っ
と

も
っ
と
大
切
に
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
そ
う
で
す
。

　下



」

（10）とお』げ彦3昭和59年7月10日

　
本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
水
に
よ
る

事
故
が
多
発
す
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。　

国
鉄
信
濃
川
発
電
所
で
は
、
ダ
ム

か
ら
放
流
す
る
際
は
、
河
川
の
水
難

事
故
防
止
の
た
め
、
宮
中
取
水
ダ
ム

か
ら
小
千
谷
発
電
所
ま
で
の
信
濃
川

沿
岸
に
設
置
し
て
あ
る
警
報
局
（
十

二
ヵ
所
）
の
サ
イ
レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
早
め
に
安

全
な
場
所
へ
退
避
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
サ
イ
レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー

が
聞
こ
え
な
く
て
も
増
水
し
て
き
た

ら
急
い
で
退
避
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
場
合
は
、

特
に
増
水
が
早
い
の
で
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

●
台
風
な
ど
に
よ
る
集
中
豪
雨
で
増

水
し
、
ダ
ム
か
ら
放
流
す
る
と
き

●
発
電
所
の
機
能
が
故
障
し
、
調
整

池
（
浅
河
原
・
山
本
）
の
余
水
路
か

ら
信
濃
川
へ
放
流
す
る
と
き

　
子
ど
も
が
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で

い
た
ら
一
声
注
意
し
て
、
子
ど
も
を

水
の
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

農
業
者
年
金

　
定
例
相
談
会
を
開
催

　
新
潟
県
の
相
談
員
二
名
が
相
談
に

あ
た
り
ま
す
の
で
、
農
業
者
年
金
受

給
者
お
よ
び
加
入
者
の
方
で
相
談
し

た
い
こ
と
の
あ
る
方
は
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
市
・
農
業
委
員
会
、

市
農
協
へ
い
つ
で
も
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
七
月
十
八
日
困
　
午
前
十

時
半
～
午
後
三
時

●
会
場
　
長
岡
市
厚
生
年
金
会
館
第

一
小
ホ
ー
ル

じ
「
サ
了
ジ
ャ
ン
ボ
宝
－
じ
」
（
別
称
、
市
町
村
振
興

く
騨
宝
く
じ
）
が
発
吐
冗
に
な
り
ま
玄
こ
の
宝
く
じ
は
予
約
制

　
　
　
　
　
　
に
な
っ
て
お
り
　
七
月
十
九
日
か
ら
受
付
が
開
始
さ
れ
ま

自玉
　
錬
究
こ
の
収
益
金
は
・
全
国
の
市
区
町
村
の
縦
火
害
対
策
と
・

ヤ
つ
00

く
蔀
宛
に
官
製
往
復
ハ
ガ
キ
に
よ
っ
て
申
し
込
ん
で
く

ジ
爺
だ
さ
い
．

一
賞
節
ハ
ガ
キ
一
枚
で
二
＋
枚
ま
で
購
入
で
き
、
お
天
で
ハ

マ
繍
ガ
疑
蕪
駄
詳
、
七
月
＋
九
曇
新

サ
聞
（
朝
刊
）
紙
上
に
発
表
さ
れ
毛

せ一
く一
だ一
さ⑮
い一〇一一

　四
　）
　へ
　お
　問
　ヤ、

　合
　わ

明
・
岩
田
敏
恵
・
本
間
寿
・
本
間
大
・

本
間
正
子
・
大
嶋
太
郎
・
丸
山
克
弘
・

長
津
一
郎
・
滝
沢
一
彦
・
高
橋
美
智

子
・
井
川
純
宏
・
佐
藤
広
志
・
馬
場

禎
光
・
小
川
由
紀
）
　
十
三
万
円

▼
小
林
由
弘
　
一
万
円
　
▼
林
正

一
万
円
▼
上
村
一
郎
　
一
万
円

▼
庭
野
四
郎
治
　
一
万
円
　
▼
十
日

町
市
柔
道
協
会
　
二
万
五
、
○
○
○
円

寄
付
あ
り
が
と
う

特
別
給
付
金
国
庫
債
券
の
買
上
償
還

　
特
別
給
付
金
支
給
法
（
戦
没
者
な

ど
の
妻
に
対
す
る
法
）
に
よ
り
交
付

さ
れ
た
第
十
回
国
庫
債
券
の
買
上
償

還
の
手
続
き
が
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
希
望
の
方
は
市
・
社
会
福

祉
事
務
所
へ
申
し
で
て
く
だ
さ
い
。

買
上
の
条
件
　
生
活
保
護
法
第
十
一

条
に
規
定
す
る
保
護
を
受
け
て
い
る

か
、
現
在
保
護
を
受
け
て
い
な
い
が

生
活
困
窮
者
と
し
て
福
祉
事
務
所
長

が
認
め
た
も
の
。

問
い
合
わ
せ
先
　
市
・
社
会
福
祉
事

務
所
（
盈
五
七
－
三
一
一
一
㊥
一
三

三
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
作
品
募
集

　
県
で
は
、
統
計
知
識
の
普
及
向
上

と
統
計
の
表
現
技
術
の
研
究
な
ど
の

た
め
、
県
内
の
小
・
中
・
高
・
大
学

の
児
童
・
生
徒
・
学
生
お
よ
び
一
般

の
人
か
ら
統
計
グ
ラ
フ
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

募
集
の
締
切
日
は
、
九
月
八
日
ω
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
市
・
総
務
課
（
費
五
七
－
三

　
　
〇
　
㌦
ρ
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聾

　
▼
魚
沼
水
道
㈱
（
富
樫
芳
雄
社
長
）

十
万
円
　
▼
上
村
安
輝
（
太
田
島
）

一
万
円
　
▼
樋
口
貫
文
高
田
町
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

十
万
円
　
▼
村
山
治
之
（
土
市
）

二
万
円
　
▼
国
体
出
場
選
手
有
志

（
古
田
島
武
治
・
春
日
勝
男
・
村
山

浩
・
小
宮
山
幸
夫
・
柳
智
子
・
野
本

修
・
横
山
保
・
品
川
達
平
・
梧
沢
俊

　
▼
農
協
青
年
婦
人
部
　
一
万
三
、

六
一
〇
円
　
▼
匿
名
　
三
、
五
三
〇

円
　
▼
羽
根
川
荘
募
金
箱
　
六
八
一

円
　
以
上
福
祉
事
業
へ
　
▼
中
林

一
史
（
千
代
田
町
）
　
五
万
円
　
▼

樋
口
一
彦
（
神
奈
川
県
）
　
十
万
円

以
上
香
典
返
し
　
▼
長
楽
会
有
志

（
川
原
町
）
　
四
、
○
○
○
円
（
廃
品

回
収
）
　
▼
福
綜
工
芸
代
表
関
口
源

左
工
門
　
扇
風
機
二
台
四
ツ
宮
荘
へ

停
電
の
お
知
ら
せ

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
羽
根
川
荘
休
館

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
羽
根
川
荘

は
作
業
停
電
の
た
め
、
七
月
二
十
七

日
㈹
休
館
と
な
り
ま
す
。

●●●

天気

　
▼
七
月
十
九
日
㈲
　
午
前
九
時
～

午
後
一
時
　
鉢
一
、
鉢
二
、
中
手
の

全
部
　
▼
七
月
二
十
日
㈹
　
午
前
八

　
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
う

　
　
　
　
諏
》
’

　
　
　
　
　
　
ゆ

同
　
　
　
　
　
　
W

　
　
　
　
　
　
び
タ

　
　
　
　
　
　
隅

詠
も
　
　
、

、
、
！

謙◎
齢，

謹

鳶
9
の

あ
叉
気
鄭

雨
，
所
に
よ
ソ

》
訪⑤
、
§∠　　

専

　
　
里

強
0
風
ヒ

享
，
ま
で
の
で

頭
上
に
は

e
9
・
フ
か
刀

註
走
ぎ
・

　
　
　
　
一

ユqス9

禽
・
7

騨　　　　1

ノ漣
　　1，～痩㍉
　　　　‘2
1　　　　　　　　㌧

つ
。
！

OV’P申うント

新幹線キップ・六日町駅で買えます

◎新幹線自由席特急回数乗車券
　浦　　佐斡新　　　潟（20，100円〉

　越後湯沢⇔東京都区内（26，700円）

・6枚つづり3ヵ月間有効
・1枚ずつ切り離して使えます
・回数券1枚で、子ども2人まで乗車
　できます。

◎六日町駅（台0257－72－2107〉に電
　話すればとどけます。共立観光でも
　とりつぎしています。

時
～
正
午
　
中
町
、
中
条
島
の
各
一

部
、
中
条
旭
町
の
全
部
　
午
後
一
時

半
～
四
時
半
　
四
日
町
新
田
二
、
四

日
町
一
の
各
一
部
、
四
日
町
二
、
四

日
町
三
、
四
日
町
四
、
尾
崎
、
太
子

堂
の
全
部
　
▼
七
月
二
十
四
日
㈹

午
後
一
時
～
四
時
　
高
島
一
の
一
部

▼
七
月
二
十
五
日
困
　
午
前
八
時
～

午
後
一
時
　
船
坂
、
池
沢
、
野
中
、

当
間
、
鍬
柄
沢
、
塩
之
又
の
全
部

▼
七
月
二
十
六
日
㈲
　
午
前
九
時
～

正
午
　
下
条
栄
町
の
一
部
　
▼
七
月

二
十
七
日
㈹
　
午
前
八
時
～
正
午

六
箇
山
谷
、
麻
畑
、
田
麦
、
ニ
ツ
屋

の
全
部

　
　
　
　
　
　
　
　
、
憲

渉
ヒ
ガ
2
　
品

o
夏
休
み
も
も
う
す
ぐ
。
各
家
庭
の

プ
ラ
ン
は
お
決
ま
り
で
す
か
。
八
箇

の
あ
じ
さ
い
公
園
に
は
五
千
株
の
あ

じ
さ
い
が
見
事
に
咲
き
そ
ろ
い
、
ニ

ツ
屋
の
二
千
年
蓮
も
こ
れ
か
ら
が
み

ご
ろ
。
自
然
の
中
で
汗
を
流
す
の
に

塩
ノ
又
森
林
公
園
は
最
適
で
す
。
あ

な
た
も
地
域
内
を
探
訪
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
そ
し
て
夜
は
、
広
聴
会
へ
ど
う
ぞ
。

■市勢／世帯数12，393／推計人ロ…48，103人（男23，540人・女24，563人）※基本台帳人口48，625人（7月1日現在）
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